地域におけるハンドボールの普及強化に関する事例発表ｐａｒｔⅡ

中島昭博（岩手県立花巻北高等学校）　柏葉公平（新興製作所）
キーワード：地域シンボルスポーツ、ハンドボールキャラバン＆アンケート調査、テレビ番組製作
目的：地方におけるハンドボールの普及及び強化活動「イーハトーヴ花巻にハンドボールの輪を広げよう！」の事例報告をもとに、各方面との情報交換を促進してハンドボールの発展に寄与する。

方法：平成15~16年度に行政の支援を受けて展開してきた「地域シンボルスポーツ推進事業」とその他の実践報告。

内容

Ⅰ．「地域シンボルスポーツ推進事業」　主催：県教育委員会、共催：市教育委員会

(1) 趣旨：地域に根ざした競技スポーツの振興及び選手の育成強化を図るため、これまでの伝統や地理的条件等に配慮し、競技種目別に12の拠点校を定め、当該校の所在する地域の中学校や地域指導者との交流を通じ、ジュニア期から高校まで一貫した指導体制の確立を図る。
(2) 拠点校と目的：ハンドボール種目は花巻北高が拠点校となり、地域の小・中・高、大学、一般選手及び指導者の相互交流、ジュニア期からマスターズまで地域に根ざしたハンドボール文化の振興を推進しながら、県全体の競技力向上に寄与する。

(3) 事業の概要：H15～H16年度
①ハンドボール・キャラバン（出張授業）、市小学校教室＆県交流会、小学校研究集会＆Ｊ級指導員養成講習会、鹿骨中招待試合、中学３年交流試合、中高合同講習会、初心者教室、親子交流会、花巻版ＮＴＳ、オリンピック選手を囲んで花巻フェスタ、大崎電気スタッフ選手と交流会、全日本男子＆大崎電気チーム合同合宿の合間に子ども達との交流会＆講習会
②H15年12月に市から市内12小学校及び8中学校に、ゴール（スイングタフネット40台）とボール（検定球＆ソフトスポンジボール436個）が配置された。
Ⅱ．最近の実績（☆）と今後の課題（□）

小学校

☆ H14年度から市体協及び市教委主催でハンドボール教室を開催。
☆ H15地域シンボルスポーツ推進事業とハンドボールキャラバンの内容が岩手日日新聞元旦号に特集掲載。　　　　
☆ H15～小学校の年間授業計画へのハンドボール授業導入促進。
ａ．ハンドボールキャラバンとアンケート調査
ｂ.H16県教育研究発表会において「小中高一貫性あるハンドボール授業」を発表。

ｃ.H17県協会主催小学校研究集会、県中高体育実技講習会（中央講習伝達講習会）への参加。
☆ H17県民体育大会に小学校部門新設。県南春秋大会、大沼杯、チェリーカップの各大会に、リトルハンド、矢巾フェニックス、花巻クラブジュニア出場。

　  □ 年間授業計画への採用促進と市内小学校大会への発展
中学校

☆ 花巻中男　：H15県中総体初優勝、H17県新人３位。
☆ 花巻北中男：H15県1年生大会優勝、H16県中総体３位、大崎杯３位、ＪＯＣ全国大会に１名参加。
☆ 選択体育でハンドボールを経験したメンバーでチームを結成し、H16に宮野目中男子、H17に石鳥谷中男女、更に、花巻クラブジュニアの卒業生が女子チームを結成して県南大会初参加。
· 上記以外への部活動設置の促進と上記校における女子部の設置促進
高校

· H16高体連花巻支部ハンドボール専門部設立。
· 花巻北&農業合同チームH16県１年生大会準優勝。花巻南高校女子H16県１年生大会４位。
· H16ＮＴＳセンタートレーニングに花巻北高男子３年１名参加。
· H17県高体連専門部ドイツ遠征花巻北高男子１名と花巻南高女子３名参加。
· H17花巻で開催された日韓交流事業に男女花巻選抜チーム参加。

· 全国選抜大会及びインターハイの誘致
大学

☆ 富士大学男子：H16早稲田大学招待試合。H17東北春秋リーグ優勝。H17インカレ初出場。

☆ 富士大学女子：H17年度新設。東北春リーグ１部昇格。秋リーグ４位。県内大会制覇。
□ 大学チームの合宿及び大会の誘致
一般 他

· H14～花巻スポレクフェスタ:芝生でハンドボール＆チュックボール体験コーナー開催（別掲参照）
· H16第12回全日本マスターズ大会開催および全日本男子＆大崎電気合同合宿開催。　　
· H16花巻ハンドボールマスコット“ホウルくん”誕生【絵：漫画家 池野恋、命名：柏葉公平】
· ホームページでの情報提供～「岩手ハンドボール応援ページ」＆「リトルハンド」
· H17日本リーグプレーオフ大崎電気応援ツアー
□　テレビ番組制作～H18.1.14日本リーグ花巻大会「大崎電気vs大同特殊鋼」＆県ハンドボール事情　
· H19.9全日本実業団選手権大会花巻開催に向けた準備　　　
Ⅲ.総括　
　今年、花巻クラブ（一般男女）とジュニア（少年団）とガンバ花クラ（マスターズ）の３世代のユニホームを統一デザインにし、また、どのカテゴリーでも使える応援幕を作りました。市協会理事長の谷川富男氏はじめ、花巻クラブジュニア世話人の菅原秀行氏や藤原啓史氏ほか関係スタッフの協力により、こうした試みを積み重ねてジュニア層が充実してきました。今年３月のプレーオフ応援ツアーには、子どもから大人まで大型一台に大太鼓持参で駆けつけ、熱烈な応援で選手たちと触れあい、大崎電気の日本リーグ初優勝の歓喜に浸ることができました。こんな取り組みの中から、いつの日かオリンピック選手が育ってくれることを夢みています。
来る日本リーグ花巻大会（H18.1.14）では、小中学生をはじめとする低年齢層への普及、競技人口とファンの拡大を狙ってテレビ番組を製作されることになりました。テレビを通じてハンドボールの魅力を身近に感じてもらえる大きなチャンスですので、充実した内容にしてもらえるように準備を進めています。
また、行政支援の「地域シンボルスポーツ推進事業」は昨年度で終わりましたが、別紙アンケート調査結果のとおり、市内の小中学校関係者からはハンドボールの教材的価値の評価は高く、今後の事業継続が期待されています。今春、県高体連専門部長を退職して富士大学女子部監督に就任した小友正人氏や、花巻中学校に着任した県中体連専門部委員長 岩角聖孝氏が、県高体連専門部委員長 阿部伸氏（花巻南高校）らとともに、市や県協会との連携を図りつつ各カテゴリーの充実発展を目指すことが、同時に、地元の小学生から一般の愛好者を増やすことにも波及し、やがてハンドボールが、真に“シンボルスポーツ”として認められる日が訪れると信じています。
これまでお世話頂きました講師の皆様、日ハ協機関誌や新聞各社、会場その他の関係各位に紙面をお借りして、心より感謝を申し上げますとともに、どうぞ今後ともご支援ご指導をお願い申し上げます。
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花巻ハンドボールマスコット“ホウルくん”と応援幕
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市鳥ふくろうの英語ｏｗｌに花巻とハンドのＨをつけた。幸せを呼ぶ鳥がボールを“ほうる“

　　　　　
注：花巻出身の詩人であり童話作家の宮沢賢治は、自らが生まれ育った岩手県を理想郷“イーハトーヴ”と呼びました。　　　このエスペラント語風の造語には、岩手の地から常に世界を見つめ普遍性を求めた賢治の開かれた世界観が示されています。
地域シンボルスポーツ推進事業に関するアンケート調査について
調査対象：市内小学校12校他管内14校、市内中学校8校他管内4校（ゴール＆ボールの配置は市内小中計20校のみ）

調査期日：平成16年12月～17年2月

調査内容：地域シンボル事業の認知度。配置したゴール＆ボールの活用状況と体育授業等への採用状況等。
調査結果：数字は分子が実施校数、分母が市内小学校及び中学校数

１.配置ゴールの活用状況：小ハンド授業で使用8/12（他ｻｯｶｰ）。中ハンド授業で使用6/8（他ｻｯｶｰ）。
２.授業でハンドボールをやらない理由：小･中年間計画に入れる余地がない。指導できない。

３.2の改善が図ることができれば実施可能か？：
小体育授業としてのモデル等指導してくれれば可能。ミニバスのかわりに可能。
可能ではあるが地域（生涯）スポーツとして更に広がって身近な存在にならないと取り入れにくい。体育授業の時間が
減らされているため、別の種目を減らさなければならない。
中選択授業で可能。今後検討したい。

４.ハンドボールキャランと今後の展望についてのご意見：
小土日の参加が難しい。色々な事業をして素晴らしい（しかも有名な指導者を招いて）。子ども達にとっていい経験になるので今後も続けて欲しい。基本的な事から教えて頂けるのでとてもいい機会である。小学校からハンドに親しめる環境作りが大切であり素晴らしいことである。できれば毎年お願いしたい。ハンドの教材的価値は高く今後広く普及させていくために今以上の積極的なＰＲ活動を望む。子どもだけでなく大人（教師・親）も交えた講習会がもてるといい。ラグビーのように広範囲を対象としたスポ少が組織されると参加しやすくなるのではないか。ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ型のﾎﾞｰﾙ運動を希望したときに、ゲストティーチャーとして来ていただけると有り難い。ＰＴＡの一部に「私もやったのでやらせてみたい」という声が昨年あった。私もハンドボールは楽しいと思うので広がっていけばよいと思っている。広報活動も含めてとても精力的に積極的に進められていると感心しています。着実にハンドボールの認知度はアップしていると思う。今後ともがんばって下さい。いろいろな競技を体験した方が子ども達にとってはよい。教職員対象の研修が必要。ハンドボールに教師が親しみを持ちふれ合えるような機会を今後たくさん作っていくべき。走力・跳力・投力の低下はよく分かります、そこで、なぜハンドボールがいいのかを伝えて下さい。私たちも子ども達につけさせたい力を考えているのでお互いに話し合いましょう。
中長期的な取り組みが必要。色々なスポーツに接する機会として良い（なかなか授業で取り入れないと経験できないと思うので）。最近の生徒はボール運動での不器用さが目立ち、ビックリしている。成長段階においてのボールと触れ合う（遊ぶ）機会が少ないのでしょうか？担当者の苦労は計り知れないと思いますが、今後とも花巻に定着してほしいものです（数年の取り組みで終了するのではなく）。体力運動能力の向上に役立つ。小学校で取り組めば中学校では非常に教えやすくなる。授業で行ってみて、ｻｯｶｰよりはどのような子どもでもやりやすい種目で取り組み易い。１・２年はｿﾌﾄﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙを使用しているが、３年生は正規のものを使用している。もし次にボール等の支給があるのであれば正規のボールがもう少しあれば有り難い（予算があれば）。継続していくことが大切、ただし無理のないように。いいことだから続けてほしい。花巻地区はまだまだハンド人口が少ないので、今後もたくさんの教室や行事を開催していってほしい。私も授業等でどんどん取り入れていきたい。普及に尽力されている皆様に敬意をはらいたい。子ども達がﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙにも目を向ける機会をできる限り作っていきたい。花巻地区教研の体育で実技講習会等やっていただければ嬉しい。高校生や市内のクラブチームの活躍により、小中学生の関心も向上すると思う。部員以外にも経験させるためには授業で積極的に取り入れていかなければならない。体育教師のためのハンドボール授業講習会があると良い。多くの人たちに参加してもらえる工夫（イベント）を。昨年配置して頂いたゴール＆ボールを活用させて頂いています、設置も楽で、ｿﾌﾄﾀｲﾌﾟのﾎﾞｰﾙを使用することで怪我人もなくなり、気軽に実施できるようになりました。ハンド部がない学校にも簡単に参加できるような事業があれば…。少しずつではあるが地域シンボルスポーツという認識がされてきていると思います。少子化で部活の数も減少傾向ですがよろしくお願いします。開催されたものの中で知らなかったものもあるので、通知や宣伝をもっと行ってほしい。









